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でなんとかしようと歯を食いしばれという意図を感じさせるが，英語の “Good Luck !”にはまっ
たくない。自力達成ではなく，他力本願的なニュアンスである。しかしながら，英語のネイティ
ブ（本学文学部英語英米文学科教員の John McLean氏）によると，“Good Luck” は，もっとも
一般的であり，誰にでも使うことができる。日本人が「頑張れ！」あるいは「頑張ってくださ
い！」と発するようなシーンで使用されるもっとも一般的な例であるとのことであった。また，























・Keep it up !
・Don’t give up !
・Keep ﬁghting !
などがある。これらは，“Hang in there !”に近い。
　上記は，他者に対して発する「頑張る」（「頑張れ！」）であったが，これを自分自身に対して
使用する場合，どのような表現がなされるのか。
　「一生懸命に頑張る」というニュアンスであれば，“be tenacious” や “persistent” など，容易に
諦めないという語に置き換えられる一方，「さかんに行動する」というニュアンスであれば，“be 





めに活動する」というものである。前者は，“hang in there !”であり，“tenacious” あるいは
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